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＜連絡事項＞
・南病棟にてインフルエンザ発生した為、本日より以下の対応としている。
・食事…南病棟の患者は、全てレストラン移動禁止(2/8昼～)。

・プログラム…作業療法ならび病棟内実施のプログラムは、本日午後より中止。

・院内歯科…本日より当面中止。

・皮膚科診察…医師が来棟してくれるため現状体制で実施。
＜患者様連絡事項＞
・金澤　貫蔵様～本日南風苑スタッフが面談実施。2月中の入所予定となる。
・田中　稔美様～深澤Ｄｒへ状態報告し、本日より内服開始となる。
・夏坂　浩美様・板橋　愼悦様～膀胱留置カテーテル交換の指示あり実施。
・板橋　慎悦様～発熱持続しており、タール便あることから、ＭＧチューブ抜去し本日昼から絶食・内服中止、点滴以前と同内容にてキープの指示。発熱が明日も持続するようであれば、日直医へ報告し抗菌剤点滴検討して頂くよう指示あり。
・山下　幸子様～10：15　東Ｄユニットから西Ａユニットへ転出。

＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・袴田　将志様～20時～6時の時間隔離中。スタッフへの唐突の話し掛けあり頻回にあり。飲水要求あるが、過剰とはなっていない。表情の硬さ・妄想様の言動・服薬拒否なし。引き続き精神症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・木村　格治様～終日隔離中。窓辺に立ち独語あり。命令口調・声高さあるが興奮に至らず。引き続き精神症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・澤村　彬様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつ開放観察実施。開放前のドア蹴りあるが、開放観察時の迷惑行為や過剰飲水はない。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善が出来るよう看護介入を行っていく。

・立花　圭様～20時～6時の時間隔離中。落ち着いて過ごしている。興奮・幻聴に左右された言動なし。服薬拒否なし。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・西舘　力哉様～20時～6時の時間隔離中。落ち着いて過ごしている。買い物を要望している。声高さなし。引き続き精神症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・板橋　愼悦様～左下肢拘束中。体温37.0～37.7℃で経過。発熱あり、タール便ある為今昼から経管栄養中止、点滴処方となる。声掛けに開眼するが活気の無さ続いている。痰鳴あり適宜吸引施行し黄色粘稠痰除去している。引き続き精神症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・見付　幸一様～両手首、肩拘束中。体温36.3～37.5℃、クーリングにて対応。日勤帯で排尿無く、最終排尿が深夜帯7時。馬渡Drへ排尿無い事報告し、経過観察となる。引き続き精神症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・高屋敷　良子様～両上肢のみ身体拘束中。体温36.3～37.0℃で対応。声掛けに対する疎通良好。拘束部位の循環障害無し。引き続き精神症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・大久保　すい様～体幹のみ19:00～8:00身体拘束中。危険行為なく経過。妄想様発言あり、表情の硬さ見られている。引き続き精神症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
＜要注目患者情報＞
・夏坂　浩美様～午後より37.2℃の発熱あり。倦怠感訴え活気のなさ続いている。15:00面会あるが、面会終了後より嘔気の訴え聞かれている。
・中居　松男様～午前中は、四つん這いとなったりホールに来て大声を上げることあり。点滴止めとなる。牛乳・エンシュアリキッドの水分はむせ込みなく摂取。

饅頭を「うまい」と食べている。





・藤嶋　孝光様～トイレ誘導要求は頻回にあるが、説明了解し興奮なし。静かに過ごしいる。
・田中　稔美様～朝食直後興奮しての訴えあり、リスペリドン内用液(1)1P服用。本日から

臨時薬処方となるが、服薬拒否なし。「裁判所に行かなきゃならない」
　　　　　　などと言うが易怒性・興奮なし。
＜安ヶ平Dr診察情報＞
・藤井　崇史様～気分高揚見られており、ＩＦオーダーにレボトミン追加。
・中居　松男様～体動見られ点滴キープ困難。経口での水分摂取出来ている事から点滴中止、内服は同内容にて処方。

＜入院患者様情報＞
氏    名：祐川　淳様

生年月日：昭和56年2月24日　　37歳

病    名：アルコール依存症　

病　　棟：東病棟Dユニット

主治医  ：馬渡Dr

入院形態：任意入院

（経緯）

　初酒は20歳。

現在は朝から焼酎を5～6杯飲んでいる。「お酒を止めたい・・」と本人からの希望あり。その後に父様からの相談も入っていた。本人は朝に向かい酒として飲まないと身体の震えや不安が強くなってしまうと話されている。

　H27年頃には飲み会の帰りに川に落ちて流血したまま寝ていたが本人は記憶がないなどの様子だったと。毎日の晩酌、晩酌しなければ身体の震えはおさまらない、眠れないなどの症状が出現。地元のむつ総合病院メンタルヘルス科受診、通院や服薬は出来ていても断酒には至っていない状況。

　今回、プログラム実施を目的とした入院治療の希望があり、H31年2月8日13：50　東Dユニットへ任意入院となる。
（備考）
・家族洗濯
・私物発注可、制限なし
